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災害に関するお知らせ

平成 29 年７月九州北部豪雨災害に対する市税等の減免について
　今回の豪雨災害によって、住宅等に著しい損害を受けた人への税負担を軽減するため、個人市県民税、国民健康保険
税、介護保険料の減免を行います。

　市内全域の上下水道を利用している人を対象に、住宅等の清掃に水道水を使用した場合、以下のように上下水道料
金の減免を行います。

８月分の上下水道料金の減免 問経営管理課窓口係☎㉒８２２０（市役所５階）

■８月分の使用料金を減免　
　今年の８月と昨年の８月の使用水量を比較して、今年８月の使用水量が多い場合には、昨年８月の使用水量で

使用料金を計算します。
※申請の必要はありません。
　（例）昨年の８月の使用水量が24立方メートルで今年の８月の使用水量が30立方メートルの場合は、昨年の使

　　　用水量24立方メートルで計算します。
※ただし、比較する使用水量がない場合は、検針した水量で計算を行います。

①減免対象額
　平成29年度分の税額や保険料のうち、災害を受けた日以後に納期限が来るもの
　（介護保険料の特別徴収は、普通徴収とみなして算定します）
②減免の対象となる損害
　災害による住宅等の損害の程度が20％以上のもの
　（り災証明書の損壊の程度が「全壊」「大規模半壊」「半壊」のもの）
　住宅の損害の程度は、「災害の被害認定基準」に基づき判断します。

➊個人市県民税の減免
■減免対象者　

居住している住宅等が被害を受けた個人市県民税の納税義務者で、平成28年中の合計所得金額が1,000万円以
下である人。又は、災害によって納税義務者が死亡したとき・障がい者となったとき。
■減免割合　
　所得金額、損害の程度によって異なります。（全部～８分の1を減免）

➋国民健康保険税の減免
■減免対象者　

居住している住宅等が被害を受けた国民健康保険税の納税義務者で、平成28年中の世帯合計所得金額が1,000
万円以下である人。又は、災害によって納税義務者が障がい者となったとき。
■減免割合　
　所得金額、損害の程度によって異なります。（全部～８分の1を減免）

➌介護保険料の減免
■減免対象者　

居住している住宅等が被害を受けた第１号被保険者の人。又は、災害によって第１号被保険者の属する世帯の生
計を主として維持する者が、死亡したとき・障がい者となったとき。
■減免割合　
　所得金額、損害の程度によって異なります。（全部～４分の1を減免）

③申請方法
　平成30年３月31日（平日の午前８時30分～午後５時）までに、税務課市民税係に申請書を提出
　
　
　
※申請書は税務課市民税係に備え付けています。
※印鑑を持参してください。

り災証明書の交付を申請済みの人で、損害の程度によって減免の対象になると思われる人には、事前に申請書を
送付します。

災害によって所有する住宅（扶養する親族が居住している場合）又は家財が被害を受け、損害の価格が20％以上
（保険金、損害賠償金等による補てん金は損害額から差し引いて算定）になる場合は、申請書は送付していませ
んが、減免対象となる可能性がありますのでご相談ください。

問・市税等の減免　　　　　税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所１階）
　・り災証明書の交付申請　税務課資産税係☎㉒８２０６（市役所１階）

台風や大雨に備えてください！ 問防災・危機管理室☎㉒８３６３（市役所４階）

　台風は一年間に平均して約25個発生し、そのうち３個程度が日本に上陸しています。
　今年も11月頃までは台風の発生が予想されます。また、最近は前線の通過に伴う大雨による災害が全国各地で
発生しています。
　警報などの防災気象情報を確認したら、早めの備えをすることで被害を未然に防いだり、軽減することができ
るため、テレビやラジオなどの気象情報に十分注意してください。
　今回の豪雨災害によって、土砂災害に対する危険が増しています。台風や大雨の危険が近づいているというニ
ュースや気象情報を見たり聞いたりしたら、災害への備えをもう一度確認し、早めの避難を心がけましょう。

【家の外の備え】
　 ・窓や雨戸はしっかりとカギをかけ、必要に応じて補強する
　 ・側溝や排水口は掃除して水はけを良くしておく
　 ・風で飛ばされそうな物は固定したり、家の中に移動する　
　※必ず、大雨が降る前、風が強くなる前に行いましょう。

　今回の豪雨で被災した人に対し、日田市災害支援金を配分します。
問会計課出納係☎㉒８２０７（市役所１階）

■対象
　住宅が全壊、半壊、床上浸水の被害を受けた世帯
■配分金額（大分県分と日田市分の合算）

■申請方法
被災者の住宅の再建を支援する「被災者住宅（生活）再建支援金」を申請することで、この支援金の申請をし
たものとみなす

※「被災者住宅（生活）再建支援金」を申請してください。
■申請先
　市役所２階　再建支援金受付窓口
※申請に関するお問い合わせは、健康保険課国保・年金係（☎㉒８２７１）まで。
■配分時期
　申請受付後、随時口座に振込み

災害支援金を配分します

大分県
日田市
計

20 万円
10 万円
30 万円

全　壊
10 万円
10 万円
20 万円

半　壊
５万円
10 万円
15 万円

床上浸水
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●フェンシング競技トレーニングキャンプinひた 開催！

●まかせて会員に登録しませんか～ファミリー・サポート・センター～

　2020年開催予定の東京オリンピック事前キャンプ地誘致を目指して、フェンシング競技ナショナルチームのト
レーニングキャンプを日田市で開催します。　　　　
　今年は、５月のフランスワールドカップ エペ種目団体で銅メダルを獲得した日本代表選手団をはじめ、各国代
表選手が日田市に集結します。皆様のご声援をお願いします。

▶参加国　日本・ウクライナ・ベネズエラ・ウズベキスタン・
　　　　　エストニア・アメリカ
▶とき　　９月８日㈮～20日㈬　午前９時30分～午後７時
▶ところ　日田市総合体育館
※スケジュールは変更となる場合があります。

　ファミリー・サポート・センターは、子育ての手助けを受けたい人（おねがい会員）と手助けを行いたい人
（まかせて会員）が会員となり、地域の中で互いに支え合う会員組織です。

問体育保健課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）

まかせて会員養成講習会

　まかせて会員に新規登録を希望する人を対象に講習会を実施します。
　登録には受講が条件です。
▶とき　　９月28日㈭　午前９時～午後５時
▶ところ　中央児童館
※事前に電話でお申し込みください。
※詳細については広報ひた６月１日号、又は市ホームページをご覧ください。

・保育園、小学校等（以下「保育施設
等」）の開始前や終了後の預かり

・保育施設等までの送迎
・仕事（残業等）、冠婚葬祭、学校行

事等の場合の預かり　など

まかせて会員が子育ての
手助けをします！

問ファミリー・サポート・センター☎㉗６４０６（中央児童館内）

国際スポーツ大会事前キャンプ地誘致推進事業

「日田市空家等対策の推進に関する特別措置法施行細則（案）」について　
▶空家等対策の推進に関する特別措置法施行細則とは…
　平成27年に施行した「空家等対策の推進に関する特別措置法」に基づき、市が空き家所有者等に対する
　措置等について、所要の事項を市の規則として定めるものです。
※下記のとおり公開していますので、ご意見をお寄せください。

■閲覧場所　市ホームページ、市役所３日以内窓口、建築住宅課、各振興局・振興センター、
　各地区公民館（各振興局・振興センター管内を除く10か所）
■意見の提出方法　住所・氏名を記入の上、市ホームページ、郵便、ファックス、持参のいずれかで提出
■意見の提出先　市役所３日以内窓口、建築住宅課、各振興局・振興センター
■募集期間　９月１日㈮～30日㈯
問〒８７７-８６０１（住所記載不要）
　建築住宅課指導審査係（市役所５階）☎㉒８２２６　　㉒８２４７

皆さんの意見を募集します！－パブリックコメント－

市 政 情 報 ピ ッ ク ア ッ プ
食
育
健
康
料
理
教
室

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
野
菜
を
た
く
さ
ん

食
べ
よ
う
」
で
す
。
手
軽
に
野
菜
が
摂
れ

る
簡
単
料
理
を
作
り
ま
す
。
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
９
月
22
日
㈮
　

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
費
用
　
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
募
集
数
　
12
人

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
９
月
14
日
㈭

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

依
存
症
家
族
学
習
会

　
依
存
症
の
人
の
ご
家
族
を
対
象
に
依
存

症
の
理
解
を
深
め
、
対
応
に
つ
い
て
学
び

合
う
依
存
症
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　

①
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

　
９
月
29
日
㈮

②
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

　
平
成
30
年
１
月
26
日
㈮

　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

①
９
月
22
日
㈮

②
平
成
30
年
１
月
19
日
㈮

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

業
務
改
善
助
成
金
を
活
用
く
だ
さ
い

　
大
分
労
働
局
で
は
、
「
業
務
改
善
助
成

金
」
の
活
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
生
産
性
向
上
の
た
め
の
設
備
投
資
（
機

械
設
備
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
等
導
入
）
な

ど
を
行
い
、
事
業
所
内
の
最
低
賃
金
を
一

定
額
以
上
引
き
上
げ
た
場
合
、
そ
の
設
備

投
資
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

※
詳
細
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
大
分

県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室 

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
４
０
２
５

　
大
分
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
０
１
２
０
‐
０
０
８
‐
３
１
７

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

有
害
鳥
獣
一
斉
捕
獲
日

　
九
州
管
内
で
猟
友
会
有
害
鳥
獣
捕
獲
班

に
よ
る
有
害
鳥
獣
の
一
斉
捕
獲
が
行
わ
れ

ま
す
。
山
に
入
る
際
に
は
、
事
故
防
止
の

た
め
目
立
つ
服
装
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
一
斉
捕
獲
期
間

　
９
月
３
日
㈰
〜
17
日
㈰

■
主
な
一
斉
捕
獲
日

　
９
月
３
日
㈰
・
10
日
㈰
・
17
日
㈰

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
受
取
時
間
外
窓
口

■
と
き
　
９
月
24
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

特
別
労
働
相
談

　
労
働
者
、
使
用
者
を
問
わ
ず
、
労
働
問

題
に
関
す
る
相
談
に
弁
護
士
・
社
会
保
険

労
務
士
が
応
じ
る
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。

■
と
き
　
９
月
27
日
㈬
　

　
午
後
１
時
15
分
〜
４
時
15
分
（
受
付
）

■
と
こ
ろ
　
日
田
総
合
庁
舎
４
階
　
会
議
室

※
相
談
無
料
、
予
約
不
要
。

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

問
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
０
４
０

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

　
９
月
１
日
か
ら
２
か
月
間
、
遊
休
農
地

の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
、
解
消
対
策
、

違
反
転
用
発
生
防
止
の
た
め
、
市
内
全
域

の
農
地
を
対
象
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利

用
状
況
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。
農
業
委

員
会
が
農
地
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
の

で
、
農
地
へ
の
立
ち
入
り
の
際
は
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
草
刈
等
、
農
地
の
適

正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉒
８
２
１
３
（
市
役
所
３
階
）

屋
外
広
告
物
設
置
の

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
市
内
で
屋
外
に
看
板
等
の
広
告
物
を
設

置
す
る
際
は
、
大
分
県
屋
外
広
告
物
条
例

に
基
づ
き
、
一
定
の
面
積
や
高
さ
に
よ
っ

て
は
許
可
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
広
告
物
が
無
秩
序
に
氾
濫
す
れ
ば
、

良
好
な
景
観
を
損
な
う
ば
か
り
で
な
く
、

落
下
、
倒
壊
に
よ
る
事
故
や
交
通
安
全
上

の
問
題
も
発
生
し
ま
す
。
安
全
で
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
許
可
申
請
の
必
要
の
有
無
は
、
事
前
に

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
広
告
物
　

　
営
利
、
非
営
利
を
問
わ
ず
、
看
板
や
貼

り
紙
、
建
物
や
工
作
物
等
、
屋
外
に
掲

示
又
は
表
示
さ
れ
る
も
の
な
ど

問
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た

■
と
き
　

　
９
月
９
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
西
有
田
公
民
館

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が 

ら
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
共
有

し
、
悩
み
を
語
り
合
い
交
流
す
る
場
で
す
。

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
を

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
納
め
る

保
険
料
は
、
納
付
書
で
毎
月
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
口
座
振
替
を
利
用

す
る
と
納
め
忘
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
の
前
納
・
早
割
を
利

用
す
る
と
国
民
年
金
保
険
料
が
割
引
さ
れ

便
利
で
お
得
で
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

くらしの情報次回の広報ひた９月15日号は、９月15日㈮に発送します。Information ９.１ ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。

　
セ
ン
タ
ー
総
務
企
画
課

　
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
５
２
７
６

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

第
71
回
日
田
市
文
教
祭

　
今
年
で
71
回
目
を
迎
え
る
文
教
祭
は
、

発
表
や
鑑
賞
の
機
会
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

提
供
し
、
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
、
毎

年
９
月
〜
11
月
の
３
か
月
間
、
開
催
し
て

い
ま
す
。

※
詳
細
は
開
催
月
ご
と
に
「
広
報
ひ
た
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
９
月
開
催
行
事
】

文
化
団
体
行
事

「
第
13
回
日
田
市
美
術
展
」

■
と
き
　
９
月
６
日
㈬
〜
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
　
多
目
的
ホ
ー
ル
・

美
術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
内
容
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工

芸
、
写
真
、
書
の
展
示

■
入
場
料
　
無
料
　
　

※
表
彰
式
は
、
９
月
10
日
㈰
午
後
２
時
30
分
か

ら
ア
オ
ー
ゼ
２
階
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

日
田
市
交
通
安
全
大
会

　
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
の
重
要
性
を
認

識
し
、
交
通
安
全
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
16
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

問
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

市
内
循
環
バ
ス
に
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か

バ
ス
の
日
イ
ベ
ン
ト

■
と
き
　
９
月
23
日
㈷

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
内

■
内
容
　

・
市
内
循
環
バ
ス
１
日
無
料
乗
車
体
験

・
紙
工
作
、
ス
ラ
イ
ム
作
り
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
、
バ
ス
の
無
料
相
談
会
な
ど

※
当
日
の
み
、
ひ
た
は
し
り
号
や
、
市
営
バ
ス

が
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
（
高
速
バ
ス
・
地

方
路
線
バ
ス
を
除
く
）
。

※
参
加
費
及
び
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

※
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
公
共
交
通
機
関
等
を

利
用
し
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
・
公
共

　
交
通
係
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

平
成
29
年
度
日
田
市
戦
没
者
追
悼
式

　■と
き
　

　
９
月
29
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
、
パ
ト
リ
ア
日
田
専
用
駐
車
場
、

市
営
駅
北
第
２
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合

職
員
採
用
試
験

　■採
用
職
種
　

①
消
防
職
員
（
一
般
枠
（
救
急
救
命
士
含

む
）
）

②
消
防
職
員
（
社
会
人
枠
）

■
採
用
予
定
数
　
若
干
名

■
受
験
資
格

①
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
、

又
は
救
急
救
命
士
資
格
を
有
す
る
人

で
、
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

②
民
間
企
業
等
で
の
職
務
経
験
が
５
年
以

上
あ
る
人
で
、
昭
和
48
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
56
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

■
第
１
次
試
験
日
　
10
月
15
日
㈰

※
受
験
申
込
書
は
、
日
田
消
防
署
、
市
役
所
３

日
以
内
窓
口
及
び
総
務
課
、
各
振
興
局
・
振

興
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
９
月
22
日
㈮

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
詳
細
は
、
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.b-net.kcv.jp/~

　hita-fd/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
日
田
玖
珠
広
域
消
防
本
部
総
務
課

　
☎
㉔
２
２
０
４

大
分
県
職
員
（
獣
医
師
）
採
用
選
考

　　
生
活
環
境
部
又
は
農
林
水
産
部
の
本
庁

や
出
先
機
関
に
お
い
て
食
品
等
監
視
、
と

畜
検
査
、
家
畜
防
疫
な
ど
の
業
務
に
従
事

す
る
職
員
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
試
験
日
　
10
月
21
日
㈯

■
と
こ
ろ
　

　
大
分
県
庁
舎
会
議
室

※
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
県
庁
受
付
等
で
配

布
の
選
考
要
領
や
大
分
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
総
務
部
人
事
課
人
事
班

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５

月
出
山
岳
　
星
の
観
察
会
参
加
者
募
集

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
９
日
㈯
　

　
午
後
６
時
　
月
出
山
集
会
所
集
合

□
募
集
数
　
50
人

□
参
加
費
　
５
０
０
円
（
食
事
付
）

※
左
記
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
９
月
６
日
㈬

問
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
吉
田
）

　
☎
０
８
０
‐
６
２
５
２
‐
４
４
５
１

　
　
㉔
８
１
３
３

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

※
参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所

６
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

□
申
込
期
限
　
９
月
６
日
㈬

問
日
田
プ
レ
イ
ス
（
山
田
）

　
☎
０
８
０
‐
３
２
２
０
‐
４
０
９
４

「
敬
老
の
日
」
ボ
ウ
リ
ン
グ
ご
招
待
会

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
18
日
㈷
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
10
時

　
日
田
ア
ス
ト
ロ
ボ
ウ
ル

□
対
象
　
60
歳
以
上
の
人

□
参
加
費
　
無
料
（
２
ゲ
ー
ム
と
靴
代
）

※
60
歳
未
満
の
同
伴
者
は
、
２
ゲ
ー
ム
ま
で
１

ゲ
ー
ム
あ
た
り
３
５
０
円
。
（
靴
代
別
）

問
日
田
ア
ス
ト
ロ
ボ
ウ
ル
☎
㉓
５
６
５
６

住
ま
い
の
無
料
相
談
会
　

　
雨
漏
り
、
建
具
、
壁
、
樋
な
ど
住
ま
い

の
傷
み
に
つ
い
て
の
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
24
日
㈰
　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
一
般
社
団
法
人
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
０‐

７
９
８
２‐

８
２
２
２

県
下
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談

　
相
続
や
会
社
設
立
等
の
登
記
、
供
託
、

訴
訟
等
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
９
月
24
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
ア
オ
ー
ゼ

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い

環
境
を
お
届
け
し
ま
す

□
対
象
　
旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
で
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人

□
工
事
内
容
　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介

護
保
険
対
象
工
事
、
そ
の
他

□
工
事
費
用
　
申
込
者
が
材
料
・
工
費
の

実
費
程
度
を
負
担

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
９
月
29
日
㈮

※
申
込
受
付
後
、
会
の
規
定
に
基
づ
き
調
査
・

選
考
の
上
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。
工
事

は
打
合
せ
の
上
、
９
月
か
ら
10
月
の
間
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　
☎
㉔
９
２
８
８
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食
育
健
康
料
理
教
室

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
野
菜
を
た
く
さ
ん

食
べ
よ
う
」
で
す
。
手
軽
に
野
菜
が
摂
れ

る
簡
単
料
理
を
作
り
ま
す
。
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
９
月
22
日
㈮
　

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
費
用
　
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
募
集
数
　
12
人

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
９
月
14
日
㈭

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

依
存
症
家
族
学
習
会

　
依
存
症
の
人
の
ご
家
族
を
対
象
に
依
存

症
の
理
解
を
深
め
、
対
応
に
つ
い
て
学
び

合
う
依
存
症
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　

①
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

　
９
月
29
日
㈮

②
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

　
平
成
30
年
１
月
26
日
㈮

　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

①
９
月
22
日
㈮

②
平
成
30
年
１
月
19
日
㈮

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

くらしの情報

業
務
改
善
助
成
金
を
活
用
く
だ
さ
い

　
大
分
労
働
局
で
は
、
「
業
務
改
善
助
成

金
」
の
活
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
生
産
性
向
上
の
た
め
の
設
備
投
資
（
機

械
設
備
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
等
導
入
）
な

ど
を
行
い
、
事
業
所
内
の
最
低
賃
金
を
一

定
額
以
上
引
き
上
げ
た
場
合
、
そ
の
設
備

投
資
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

※
詳
細
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
大
分

県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室 

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
４
０
２
５

　
大
分
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
０
１
２
０
‐
０
０
８
‐
３
１
７

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

有
害
鳥
獣
一
斉
捕
獲
日

　
九
州
管
内
で
猟
友
会
有
害
鳥
獣
捕
獲
班

に
よ
る
有
害
鳥
獣
の
一
斉
捕
獲
が
行
わ
れ

ま
す
。
山
に
入
る
際
に
は
、
事
故
防
止
の

た
め
目
立
つ
服
装
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
一
斉
捕
獲
期
間

　
９
月
３
日
㈰
〜
17
日
㈰

■
主
な
一
斉
捕
獲
日

　
９
月
３
日
㈰
・
10
日
㈰
・
17
日
㈰

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
受
取
時
間
外
窓
口

■
と
き
　
９
月
24
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

特
別
労
働
相
談

　
労
働
者
、
使
用
者
を
問
わ
ず
、
労
働
問

題
に
関
す
る
相
談
に
弁
護
士
・
社
会
保
険

労
務
士
が
応
じ
る
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。

■
と
き
　
９
月
27
日
㈬
　

　
午
後
１
時
15
分
〜
４
時
15
分
（
受
付
）

■
と
こ
ろ
　
日
田
総
合
庁
舎
４
階
　
会
議
室

※
相
談
無
料
、
予
約
不
要
。

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

問
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
０
４
０

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

　
９
月
１
日
か
ら
２
か
月
間
、
遊
休
農
地

の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
、
解
消
対
策
、

違
反
転
用
発
生
防
止
の
た
め
、
市
内
全
域

の
農
地
を
対
象
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利

用
状
況
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。
農
業
委

員
会
が
農
地
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
の

で
、
農
地
へ
の
立
ち
入
り
の
際
は
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
草
刈
等
、
農
地
の
適

正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉒
８
２
１
３
（
市
役
所
３
階
）

屋
外
広
告
物
設
置
の

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
市
内
で
屋
外
に
看
板
等
の
広
告
物
を
設

置
す
る
際
は
、
大
分
県
屋
外
広
告
物
条
例

に
基
づ
き
、
一
定
の
面
積
や
高
さ
に
よ
っ

て
は
許
可
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
広
告
物
が
無
秩
序
に
氾
濫
す
れ
ば
、

良
好
な
景
観
を
損
な
う
ば
か
り
で
な
く
、

落
下
、
倒
壊
に
よ
る
事
故
や
交
通
安
全
上

の
問
題
も
発
生
し
ま
す
。
安
全
で
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
許
可
申
請
の
必
要
の
有
無
は
、
事
前
に

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
広
告
物
　

　
営
利
、
非
営
利
を
問
わ
ず
、
看
板
や
貼

り
紙
、
建
物
や
工
作
物
等
、
屋
外
に
掲

示
又
は
表
示
さ
れ
る
も
の
な
ど

問
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た

■
と
き
　

　
９
月
９
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
西
有
田
公
民
館

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が 

ら
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
共
有

し
、
悩
み
を
語
り
合
い
交
流
す
る
場
で
す
。

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
を

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
納
め
る

保
険
料
は
、
納
付
書
で
毎
月
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
口
座
振
替
を
利
用

す
る
と
納
め
忘
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
の
前
納
・
早
割
を
利

用
す
る
と
国
民
年
金
保
険
料
が
割
引
さ
れ

便
利
で
お
得
で
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

くらしの情報次回の広報ひた９月15日号は、９月15日㈮に発送します。Information ９.１

タ
ウ
ン
情
報

イ
ベ
ン
ト

試
験
・
講
習

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

命を守るための情報共有

「あの音が鳴ると恐怖を思い出す」、「絶対に
好きになれない音」。危険を知らせると同時に
命を守る行動を促す、緊急速報メール（エリア
メール）。
　昨年の熊本・大分地震、また７月の豪雨災害
の際も何度となく鳴り響いたあの音。気象庁を
はじめとする各行政機関が、災害などが予見さ
れるとき、住民の安全確保のために、迅速かつ
正確な情報を伝える必要性から始めた情報伝達
手段のひとつで、ほかにも防災行政無線やホー
ムページ、防災メールなどがあります。
　今年３月、内閣総合戦略室が作成した「災害
対応におけるＳＮＳ活用ガイドブック」には、
これまでの伝達手段に加え、スマートフォンな
どで利用できる『ソーシャル・ネットワーキン
グ・サービス（ＳＮＳ）』の活用が情報の拡散
に有効であると記されています。昨年までの統
計では、ＳＮＳを災害対応に活用している地方
公共団体は934団体で、平成26年の調査開始以
降、増加傾向にあります。
　ＳＮＳでは、行政の投稿した情報を確認でき
ることに加え、住民自身が自分の安否や刻々と
変化する被害の状況や支援の要請などを投稿で
きます。また、投稿を知人と共有する「拡散」
機能によって、不特定多数の人々へ情報が広が
り、迅速な避難行動や救援物資の提供など、命
を守る行動へのつながりが期待されます。
　ただ、災害時のＳＮＳの活用は、誰もが簡単
に情報発信でき、なおかつ凄まじい速さで情報
が伝わるため、使い方を誤ると取り返しのつか
ない大混乱を招く可能性があることを忘れては
いけません。「興味本位で誤った情報を投稿す
る」、「信頼性のない情報を安易に拡散する」
など、軽率かつ無責任な行動は決して許されな
いことです。これらのことを利用者すべてが理
解して活用することが大切です。
　人命に関わる緊急時に求められるのは、冷静
かつ慎重な良識ある行動。そして、すべての行
動の根元にあるもの、それは「助け合い」の心
です。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

　
セ
ン
タ
ー
総
務
企
画
課

　
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
５
２
７
６

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

第
71
回
日
田
市
文
教
祭

　
今
年
で
71
回
目
を
迎
え
る
文
教
祭
は
、

発
表
や
鑑
賞
の
機
会
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

提
供
し
、
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
、
毎

年
９
月
〜
11
月
の
３
か
月
間
、
開
催
し
て

い
ま
す
。

※
詳
細
は
開
催
月
ご
と
に
「
広
報
ひ
た
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
９
月
開
催
行
事
】

文
化
団
体
行
事

「
第
13
回
日
田
市
美
術
展
」

■
と
き
　
９
月
６
日
㈬
〜
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
　
多
目
的
ホ
ー
ル
・

美
術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
内
容
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工

芸
、
写
真
、
書
の
展
示

■
入
場
料
　
無
料
　
　

※
表
彰
式
は
、
９
月
10
日
㈰
午
後
２
時
30
分
か

ら
ア
オ
ー
ゼ
２
階
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

日
田
市
交
通
安
全
大
会

　
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
の
重
要
性
を
認

識
し
、
交
通
安
全
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
16
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

問
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

市
内
循
環
バ
ス
に
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か

バ
ス
の
日
イ
ベ
ン
ト

■
と
き
　
９
月
23
日
㈷

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
内

■
内
容
　

・
市
内
循
環
バ
ス
１
日
無
料
乗
車
体
験

・
紙
工
作
、
ス
ラ
イ
ム
作
り
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
、
バ
ス
の
無
料
相
談
会
な
ど

※
当
日
の
み
、
ひ
た
は
し
り
号
や
、
市
営
バ
ス

が
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
（
高
速
バ
ス
・
地

方
路
線
バ
ス
を
除
く
）
。

※
参
加
費
及
び
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

※
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
公
共
交
通
機
関
等
を

利
用
し
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
・
公
共

　
交
通
係
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

平
成
29
年
度
日
田
市
戦
没
者
追
悼
式

　■と
き
　

　
９
月
29
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
、
パ
ト
リ
ア
日
田
専
用
駐
車
場
、

市
営
駅
北
第
２
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合

職
員
採
用
試
験

　■採
用
職
種
　

①
消
防
職
員
（
一
般
枠
（
救
急
救
命
士
含

む
）
）

②
消
防
職
員
（
社
会
人
枠
）

■
採
用
予
定
数
　
若
干
名

■
受
験
資
格

①
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
、

又
は
救
急
救
命
士
資
格
を
有
す
る
人

で
、
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

②
民
間
企
業
等
で
の
職
務
経
験
が
５
年
以

上
あ
る
人
で
、
昭
和
48
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
56
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

■
第
１
次
試
験
日
　
10
月
15
日
㈰

※
受
験
申
込
書
は
、
日
田
消
防
署
、
市
役
所
３

日
以
内
窓
口
及
び
総
務
課
、
各
振
興
局
・
振

興
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
９
月
22
日
㈮

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
詳
細
は
、
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.b-net.kcv.jp/~

　hita-fd/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
日
田
玖
珠
広
域
消
防
本
部
総
務
課

　
☎
㉔
２
２
０
４

大
分
県
職
員
（
獣
医
師
）
採
用
選
考

　　
生
活
環
境
部
又
は
農
林
水
産
部
の
本
庁

や
出
先
機
関
に
お
い
て
食
品
等
監
視
、
と

畜
検
査
、
家
畜
防
疫
な
ど
の
業
務
に
従
事

す
る
職
員
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
試
験
日
　
10
月
21
日
㈯

■
と
こ
ろ
　

　
大
分
県
庁
舎
会
議
室

※
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
県
庁
受
付
等
で
配

布
の
選
考
要
領
や
大
分
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
総
務
部
人
事
課
人
事
班

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５

月
出
山
岳
　
星
の
観
察
会
参
加
者
募
集

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
９
日
㈯
　

　
午
後
６
時
　
月
出
山
集
会
所
集
合

□
募
集
数
　
50
人

□
参
加
費
　
５
０
０
円
（
食
事
付
）

※
左
記
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
９
月
６
日
㈬

問
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
吉
田
）

　
☎
０
８
０
‐
６
２
５
２
‐
４
４
５
１

　
　
㉔
８
１
３
３

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

※
参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所

６
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

□
申
込
期
限
　
９
月
６
日
㈬

問
日
田
プ
レ
イ
ス
（
山
田
）

　
☎
０
８
０
‐
３
２
２
０
‐
４
０
９
４

「
敬
老
の
日
」
ボ
ウ
リ
ン
グ
ご
招
待
会

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
18
日
㈷
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
10
時

　
日
田
ア
ス
ト
ロ
ボ
ウ
ル

□
対
象
　
60
歳
以
上
の
人

□
参
加
費
　
無
料
（
２
ゲ
ー
ム
と
靴
代
）

※
60
歳
未
満
の
同
伴
者
は
、
２
ゲ
ー
ム
ま
で
１

ゲ
ー
ム
あ
た
り
３
５
０
円
。
（
靴
代
別
）

問
日
田
ア
ス
ト
ロ
ボ
ウ
ル
☎
㉓
５
６
５
６

住
ま
い
の
無
料
相
談
会
　

　
雨
漏
り
、
建
具
、
壁
、
樋
な
ど
住
ま
い

の
傷
み
に
つ
い
て
の
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
24
日
㈰
　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
一
般
社
団
法
人
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
０‐

７
９
８
２‐

８
２
２
２

県
下
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談

　
相
続
や
会
社
設
立
等
の
登
記
、
供
託
、

訴
訟
等
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
９
月
24
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
ア
オ
ー
ゼ

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い

環
境
を
お
届
け
し
ま
す

□
対
象
　
旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
で
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人

□
工
事
内
容
　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介

護
保
険
対
象
工
事
、
そ
の
他

□
工
事
費
用
　
申
込
者
が
材
料
・
工
費
の

実
費
程
度
を
負
担

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
９
月
29
日
㈮

※
申
込
受
付
後
、
会
の
規
定
に
基
づ
き
調
査
・

選
考
の
上
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。
工
事

は
打
合
せ
の
上
、
９
月
か
ら
10
月
の
間
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　
☎
㉔
９
２
８
８
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星に願いを…
　７月19日、伝来寺でなかつえ保育園七夕会が行
われた。毎年、川辺・北向地区の高齢者ミニデイサ
ービスの会との地域交流として開催しており、伝来
寺住職の講話のあと、七夕飾りや短冊を一緒に作っ
た。参加した園児５人は、おばあちゃん達に教えて
もらいながら七夕飾りを作ったり、たなばたさまを
歌うなど、楽しい時間を過ごしていた。

鎌倉時代から続く伝統行事
　７月15日、宮園津江神社で老松様の麦餅つき祭
が行われた。この祭りは、盗賊退治を祝って約800
年前に始まったとされる行事で、大分県選択無形民
俗文化財となっている。祭りでは、神社の氏子らが
餅つき唄に合わせ、蒸した小麦を樫の杵でついた。
　ついた餅は神前に供えられ、つき手が折った杵
は、参拝者が魔除け、疫病除けとして持ち帰った。

暑い夏をふきとばせ！
　７月24日、高塚愛宕地蔵尊で「高塚夏まつり」
が開催された。夏の大祭と合わせ、夏休みに入った
子供たちに向けたこのイベントも今年10回目を迎
え、子供神楽や戦隊ショーなどのステージイベント
のほか屋台村も出店された。
　鮎のつかみ捕りでは魚を追う子供たちの歓声が会
場に響き渡った。

駅も温泉街もピカピカ
　８月19日、いつま小学校と東渓小学校の児童が
天ヶ瀬駅を中心に町内の缶拾いや案内看板や観光名
所の看板磨き、桜滝の遊歩道清掃を行った。
　桜滝では、滝の水しぶきを浴びながらの清掃とな
り「涼しくて気持ちいい！」と児童から歓声が上が
り、楽しい清掃活動となった。

ガンバロウ！日田梨
　７月31日、日田梨選果場で平成29年度日田
梨「旬入り宣言」セレモニーが行われた。今回の豪
雨災害で一部梨園地の法面崩落等の被害に見舞われ
たが、今年の梨は近年にない最高の出来栄え。
　“ピンチをチャンスに”より一層栽培に力を入れ、
美味しい日田梨を全国のファンへ送り届けるため、
梨部会全体のガンバロウ！で機運が高まった。

全国でもバトンをつなげ！
　７月２日に行われた「第33回大分県小学生リレ
ーカーニバル」男子5・6年共通4×100メートルリ
レーで、日田ジュニア陸上クラブのリレーチームが
優勝し、神奈川県で行われる全国大会への出場権を
獲得した。８月１日、その報告に副市長を訪れた永
楽春三選手は「全国大会でも上位入賞できるように
頑張ります」と熱い意気込みを語った。

進め！！復興への力となって
　大山町出身で人気漫画家『進撃の巨人』作者の諫
山創さんが、７月の災害で被災した人たちを励ます
ために描いた自筆のイラストとメッセージを添えた
色紙を父親の諌山光夫さんが８月７日、市長に贈呈
した。災害という困難に立ち向かって前へ進むイメ
ージのこの色紙は、市役所１階ロビーに９月29日
まで展示している。

天瀬

中津江 日田

日田弁で楽しく運動！
　「復興に向け日田を応援したい」「元気な日田を
ＰＲしたい」「楽しく運動してほしい」と昭和学園
高等学校看護学科の生徒が、日田弁版のラジオ体操
動画を作成。この動画には、市内の幅広い年齢層の
人々が参加しており、たくさんの元気な笑顔を見る
ことができる。11月16日に動画の発表会が行わ
れ、学校ホームページなどで公開される。
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上津江の夏！夏祭りを盛大に開催！！
　８月５日、道の駅せせらぎ郷かみつえで「第５回
上津江夏祭り」が開催された。台風の接近で天候が
心配されたが、当日は町内外から多くの人が訪れ、
約500人以上の来場者で大いに賑わった。会場内に
は屋台や金魚すくい、魚のつかみ捕り等のコーナー
が設置され、どこのコーナーも子供の笑顔と歓声に
包まれていた。
　ステージでは地元有志による、ダンスや踊りが披
露され、道の駅敷地内の池では、上・中津江の若者
がシンクロナイズドスイミングを披露し、会場を沸
かせた。
　祭りの最後には、夜空を彩る打ち上げ花火が観客
を魅了。来場者は「花火との距離が近く大迫力。ま
た見に来たい」と、上津江の夏を存分に満喫してい
た。

サマーキャンプで海を満喫
　７月31日～８月３日、大山・朝日公民館合同の
サマーキャンプが、熊本県芦北少年の家で開催され
た。公民館のチャレンジ教室のメンバー54人と中
学生12人が参加し、海水浴やペーロン船の漕艇な
どを体験した。参加した子供たちは、この体験を通
して、仲間と協力する大切さや思いやる気持ちを学
び、夏の楽しい思い出をつくった。

上下流の住民による水源の森づくり
　７月29日、水源林の大切さを理解してもらおう
と、田来原美しい森づくり公園周辺の山林で、福岡
市水源林ボランティアの会と大山町の老松生産森林
組合による「森づくり交流会」が開催された。この
日は、30人が炎天の下、下草刈りに汗を流した。
この取組は今年で10年目を迎え、参加者は、水源
の森づくりの必要性を再認識していた。

上野田子ども会が元気な踊りを披露！
　７月28日、上野田子ども会が上津江町の社会福
祉施設「やすらぎ苑」を訪問し、「よさこいソーラ
ン」の踊りを披露した。子供達はお揃いの法被に身
を包み、曲に合わせ元気よく踊りを披露。上野田子
ども会では地域を盛り上げようと、日頃から踊りの
練習に取り組んでいる。苑内は子供達の元気な掛け
声と利用者の笑顔であふれていた。

漏水問題を利用者にアピール
　７月23日、熊本県菊池市の竜門ダムで運用15年
を記念し「2017竜門ダムフェスタ・感謝祭」が開
催された。熊本・福岡の流域の人に、源流域津江地
域において、未だ漏水等の問題があることを知って
もらうため感謝祭に参加。当日、会場では水問題解
決の糸口を探るため、上下流連携による「美水の郷
づくり」を提案した。

大山 上津江

椿ヶ鼻ヒルクライムレース
　７月30日、自転車レース「第４回椿ヶ鼻ヒルク
ライムレース」が開催された。一般と実業団の参加
者384人が走行距離13キロメートル、標高差626
メートルのコースで速さを競った。
　完走した選手からは、「災害の中にも、日田の温
かさ、美しさ、美味しさに満ちたもてなしに感激し
た」と地元の応援やもてなしに感謝していた。

前津江方面団消防操法大会
　７月23日、前津江中学校グラウンドで「前津江
方面団消防操法大会」が開催された。平成30年度
開催予定の大分県消防操法大会への出場隊を選ぶ大
会に、各分団から精鋭６チームが出場し、操法技術
の正確さや速さを競った。炎天下に、来賓や家族が
見守る中、隊員は半年間の練習の成果を披露し、第
二分団Ｂチームが見事に優勝した。

前津江

み　 ず さと
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新刊情報

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

おいでよ！おはなし会
□とき
　９月９日㈯
　午後３時～４時
□ところ
　児童コーナー

  

集落支援員活動③

地域を盛り上げます！

日田の輝き人を紹介します

ＨＩＴＡＪＩＮ

折居弘滋さん松木健児さん

くいしんぼうのこぶたのグーグー
得田之久／作　イシヤマアズサ／絵
教育画劇
　くいしんぼうのこぶたのグーグー。
食べても食べても、おなかがペコペ
コ。そこで、食べ物やさんで働くこと
にしたけれど、グーグーはお店のもの
をつまみ食いしてしまい…。おなかも
心もいっぱいになる絵本。

におわない人の習慣 最新版 加齢臭読本
奈良 巧／著
草思社
　セッケンの選び方から、体と頭皮の
洗い方、保湿法、衣類の洗濯法、他人
のニオイの対処法まで、加齢臭を克服
した著者が「最新の加齢臭対策」を伝
授！

十二章のイタリア
内田洋子／著
東京創元社
　様々な本、様々な人との出会い…。
『ジーノの家　イタリア10景』の著
者による半生記ともいえる、魅惑のエ
ッセイ集。

今回は前津江地区で活躍している松木さん、折居さんのご紹介です！

大好き図書館！

臨時休館のおしらせ

土月 火 水 木 金

24

日

26

12
５

19

９月の休館日（○…休館日）

４
11
18
25

13

27

６

20
28

７
14
21

８
１

22
29

15
９
16
23
30

２

10
17

３

　本年４月から前津江地区担当の集落支援員となりました松木
健児です。
　今の主な活動は、集落巡回や高齢者の見守り活動、前津江振
興協議会、まつり実行委員会の事務局支援です。
　前津江町は急速な人口減少と高齢化、独居老人の増加など

様々な問題を抱えています。今後、高齢者
の移動支援や、生活支援等の地域活性化に
つながる取組に努めていきたいと思いま
す。また、活動する中で行政と住民との想
いの共有が大事だと感じたので、意見交換
の場作り等も行っていきたいと思います。
　どうぞよろしくお願いします。

　前津江町地区担当の折居弘滋です。昨年の春か
ら集落支援員として活動しております。
　前津江町も今後10年で高齢化は加速し、高齢化
率が60％を超える地区も出てきます。
　高齢者の移動手段の確保や草刈りなどを行う支
援組織作りなどの課題に取り組み、将来も今まで
と変わらず住みやすい前津
江町を実現するため、尽力
していきたいと思っており
ます。

10月から る変わ
淡窓図書館の窓口業務

10月１日から窓口業務の委託に伴い、開館時間等
が以下のとおり変わります。

１ 祝日開館の実施

これまで祝日は休館日でしたが、10月からは開館日となります。

２ 開館時間の１時間前倒し（試行）
10月からは開館時間をこれまでの午前10時から午前９時に変更します。
　（ただし１年間の試行期間）

３ 主な変更点

【これまで】
■開館時間
　火～土曜日　午前10時～午後７時
　日曜日　　　午前10時～午後６時
■休館日
　毎週月曜日
　祝日
　毎月第４木曜日（館内整理日）
　その他（蔵書点検など）

【10月以降】
■開館時間
　火～土曜日　　午前９時～午後７時
　日曜日・祝日　午前９時～午後６時
■休館日
　毎週月曜日（祝日の場合は開館し、翌
　平日に振替休館）
　毎月第４木曜日（館内整理日）
　その他（蔵書点検など）

休館期間
９月28日㈭～30日㈯

※窓口業務委託に伴う館内整理のため、
　上記のとおり臨時休館します。

太字の箇所が
変更点だよ！

　
天
瀬
町
の
合
田
地
区
で
、
祖
母
が

始
め
た
ぶ
ど
う
園
を
守
る
相
良
充
明

さ
ん
。
大
分
県
立
農
業
大
学
校
を
卒

業
後
、
ぶ
ど
う
農
家
の
後
継
者
と
な

り
10
年
。
現
在
は
両
親
と
３
人
で
ぶ

ど
う
栽
培
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
で
、
糖

度
・
香
り
が
高
く
適
度
な
酸
味
が
あ

る
ピ
オ
ー
ネ
、
黄
緑
色
で
、
糖
度
が

と
て
も
高
く
酸
味
は
控
え
め
で
果
汁

が
豊
富
な
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、

黄
緑
色
で
、
完
熟
す
る
と
黄
色
く
な

り
果
汁
が
豊
富
な
ロ
ザ
リ
オ
、
皮
ご

と
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
み
ず
み
ず

し
く
パ
リ
ッ
と
し
た
食
感
の
瀬
戸
ジ

ャ
イ
ア
ン
ツ
の
４
種
類
の
品
種
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

　
ぶ
ど
う
栽
培
で
一
番
大
変
な
の

は
、
「
き
れ
い
な
房
に
仕
上
げ
る
た

め
の
摘
粒
作
業
」
と
相
良
さ
ん
。
摘

粒
作
業
と
は
、
一
粒
一
粒
間
引
く
こ

と
で
、
形
の
き
れ
い
な
ぶ
ど
う
に
仕

上
げ
て
い
き
、
こ
の
作
業
を
怠
る

〝
美
味
し
い
〞
が
一
番
の
力
に

と
、
粒
と
粒
が
ぶ
つ
か
り
、
粒
が
大

き
く
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
糖
度
を
高
め
る
工
夫
と
し

て
、
日
に
当
た
る
よ
う
枝
切
り
を
し

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
日
に
当
た
り

す
ぎ
る
と
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

は
、
こ
の
品
種
特
有
の
綺
麗
な
緑
色

が
黄
色
く
な
り
、
商
品
価
値
が
落
ち

て
し
ま
う
な
ど
、
ぶ
ど
う
の
品
種
に

よ
っ
て
栽
培
方
法
が
少
し
ず
つ
異
な

り
、
経
験
や
技
術
が
必
要
と
な
る
そ

う
で
す
。
「
ぶ
ど
う
栽
培
は
き
つ
い

時
も
あ
る
が
、
手
を
入
れ
た
分
だ
け

品
質
の
良
い
ぶ
ど
う
が
で
き
る
」
と

栽
培
に
手
間
を
惜
し
ま
な
い
相
良
さ

ん
。
大
変
な
こ
と
も
多
い
栽
培
も
消

費
者
の
〝
美
味
し
い
〞
の
一
言
が
、

や
っ
て
て
良
か
っ
た
と
い
う
気
持
ち

に
な
る
そ
う
で
す
。

　
現
在
、
相
良
さ
ん
の
農
地
で
一
番

多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
品
種
は
ピ
オ

ー
ネ
で
す
が
、
今
後
、
市
場
ニ
ー
ズ

の
高
い
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
へ
の

改
植
を
進
め
て
い
く
な
ど
、
市
場
の

状
況
を
い
ち
早
く
察
知
し
、
そ
の
時

代
に
あ
っ
た
品
種
を
取
り
入
れ
、
栽

培
に
も
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
「
茎
が
緑
色
な
も
の
ほ
ど
新
鮮

な
の
で
、
ぶ
ど
う
の
本
当
の
美
味
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て

消
費
者
に
様
々
な
ぶ
ど
う
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
」
と
消
費
者
の
立
場

に
立
っ
て
栽
培
す
る
こ
と
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
は
、
市
内
の
若
手
生
産

者
グ
ル
ー
プ
で
、
栽
培
技
術
の
研
修

や
、
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
産
地

力
を
高
め
る
た
め
、
仲
間
と
と
も
に

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
、
ぶ
ど
う
が
美
味
し
い

季
節
で
す
。
ぶ
ど
う
を
大
切
に
育
て

て
い
る
真
面
目
な
人
柄
と
、
優
し
い

笑
顔
が
印
象
的
な
相
良
さ
ん
の
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

相良充明さん

▲シャインマスカット
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成29年７月31日現在） 

■人口　
　67,051人
　（前月比-29人）
・男　31,714人
・女　35,337人
■世帯数
　27,364世帯

　★チャレンジキッズ
　13日㈬　15:30～
（敬老の日のプレゼント作り）
　★わくわく制作
　14日㈭・15日㈮　10:30～
（敬老の日のプレゼント作り）
　療育事業（音あそび）
　22日㈮　11:00～
　★ママのための３Ｂ体操
　26日㈫　11:00～ ９:00～17:30

月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　９月の主な催し　　

天瀬児童館　☎８９２２

●お話し会
　　６日㈬　15:30～
　　７日㈭　10:30～
●避難訓練
　９日㈯　10:30～
●プレゼント作り（敬老の日）
　13日㈬～15日㈮　
　　10:30～11:30
　　15:30～16:30
　　　 16日㈯
　　　 10:30～11:30

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎２９０１

●敬老の日プレゼント作り
　　９日㈯　10:30～
　　13日㈬　10:30～　　
　すくすく相談（歯科相談）
　28日㈭　10:00～
　※母子手帳を持参してください。
　ビーズ工作
　30日㈯　10:00～　

まえつえ子育て支援施設　☎２４０９

●お誕生会
　５日㈫　10:00～12:00
●せいまお兄さんと遊ぼう
　19日㈫　10:00～11:00
●ランチｄａｙ
　21日㈭　10:00～

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★おじいちゃん、おばあちゃん
　へのプレゼント作り
　13日㈬　９:30～12:00
　※募集数20人、材料費100円、
　　写真１枚を持参。
★世代間交流（おはぎ作り・紙相撲大会）
　20日㈬　10:00～　※募集数15世帯、材料費50円。
●出前保育（東有田サロン）
　21日㈭　10:00～
　場所：東有田公民館

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★カレンダー作り
　11日㈪　11:00～12:00
●ベビーマッサージ
　13日㈬　11:00～
●身体計測
　21日㈭　11:00～12:00
●お誕生会
　25日㈪　11:00～12:00
※誕生者は30分前に集合。

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

●リトミック
　11日㈪　11:30～12:00
★敬老の日はがき描き
　12日㈫　９:30～12:00
★親子クッキング
　15日㈮　10:00～12:30
　（世代間交流でひまわり会と
　　　　　月見団子を作ります）
★ママヨガ
　19日㈫　11:15～12:00

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

乳

乳

乳

乳

小

乳

乳

９:30～12:00、13:30～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ９
　11月に誕生日を迎える３歳までのお子さんが対象です。10月１日までにお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

こうたろう
川津光汰朗ちゃん
（３歳・本町）

ゆうせい
武吉優青ちゃん
（２歳・藤山町）

ゆ  い  な
井上結依菜ちゃん
（２歳・財津町）

いろは
谷口彩葉ちゃん
（２歳・清岸寺町）

な お
三苫那緒ちゃん
（１歳・前津江町大野）

さくらこ
森山櫻子ちゃん

（１歳・上津江町上野田）
國﨑希風ちゃん
（１歳・玉川町）

ののかれん
梶原 琉ちゃん
（１歳・淡窓２丁目）

かずと
萩原一翔ちゃん
（１歳・吹上町）

佐藤大剛ちゃん
（１歳・緑町１丁目）

だいご

黒川綜介ちゃん
（２歳・刃連町）

そうすけ

伊藤大成ちゃん
（１歳・三本松２丁目）

たいせい

國﨑叶夢ちゃん
（１歳・玉川町）

川端優希ちゃん
（１歳・南友田町）

ゆ きかなむ

小

小

乳

乳

小

小

小

たくと
石谷拓斗ちゃん
（１歳・城内新町）

かなと
河津奏斗ちゃん
（１歳・財津町）

たける
中島丈耀ちゃん
（１歳・諸留町）

　　　

小埜 樹ちゃん
（１歳・小迫町）

かずや
佐藤壱耶ちゃん
（３歳・緑町１丁目）

いつき
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問大分県商工労働企画課☎０９７-５０６-３２１５
　社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

平成29年７月九州北部豪雨災害　復興支援コンサート

復興への願い
～日田で奏でるメッセージ～

　話題のジャズピアニスト高木里代子氏が被災地の復興を願い、
大分県立日田三隈高等学校ギター・マンドリン部と
コラボした復興支援コンサートを開催します。
　多くの皆様のご来場をお待ちしております。

入場無料

申込不要

自由席
（先着順）

日㈰月

午後６時30分　開演
（午後６時開場）
パトリア日田　大ホール

高木里代子氏　
■プロフィール
・東京都出身　
・慶應義塾大学卒業
・４歳からピアノを始める
・2015年９月第14回「東京JAZZ」に出演
・2016年にavexよりメジャーデビュー

三隈マーケットも
出店します♪

F I G H T
!

日田市にたくさんの応援メッセージが届いています！
1162
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